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はじめに  

センター長 観山正見 

惑星科学研究センター（CPS）は、我が国の惑星科学推進のため、宇宙航空研究開発機構（JAXA)の宇宙科学

研究所（ISAS)と神戸大学の協力事業として、ISAS 連携拠点として 2015 年度より活動を続けてきました。従来の

COE 事業おける我が国の惑星科学研究のハブとなる役割に加えて、ISAS 連携拠点として以下の活動を続けて

きました。 

 

目的１ 惑星科学の研究手段として太陽系探査を重要な手段と捉え、宇宙科学研究所と協力して学術的に優

れたミッション（探査計画）をコミュニティーからボトムアップの形で創成する。 

目的２ 上記の目的を達成するため、惑星科学ミッションを推進できる人材養成を進める。 

 

 2018 年度は、上記の連携拠点活動の最終年度にあたり、前年度に引き続き様々な活動を精力的に展開して

きました。 

 「探査ミッション立案スクーリング」は、太陽系科学をリードしている現役の研究者と、ミッションを実際に推進し

てきた研究者がチューターとなって、講義とグループ討議を集中的に行い、これを元に受講者が実際のミッショ

ンを立案して発表を行い、それに対して評価者が評価する活動でした。このスクーリングによって、将来の太陽

系探査を牽引できる人材を育成すると共に、チューターとなる中堅研究者にとっても、適切な鍛錬の場を提供す

るものでありました。平成 30 年度は、「月の科学」及び「太陽系探査」をテーマに付いて、受講生が活発な議論

のものに興味深いミッションを作り上げました。特に最後のテーマは太陽系の中の具体的対象天体を決めない

形で、対象天体を決めるところから受講生が討議を重ねてミッションを作り上げてくれました。 

 連携拠点として全体で 7 回の「探査ミッション立案スクーリング」を実施して、延べ 86 名が受講しました。スク

ーリング終了時に毎回、受講生、講師など参加者にアンケートを採りましたが、特に受講生の満足度は回を重ね

るごとに上昇して、今年度の 2 回のスクーリングの満足度は、いずれも 10 点満点で 9.1 をあげるなど高い評価を

受けました。評価に訪れてくださった、研究機関、大学、企業の研究者や管理職の方々にも高い評価を受け、

将来の太陽系探査を担う若手の科学者やエンジニアの特色ある教育活動が展開できたと満足しています。ISAS

連携拠点終了に伴い、ひとまずこの活動は終了しますが、引き続きどこかの機関で新たな展開があることを希望

します。 

 一方、目的１の優れた探査ミッションの創設に関しても、CPS はこの ISAS 連携拠点活動の中で大きく進展しま

した。特に具体的計画として火星衛星探査計画 MMX や、太陽系小天体探査ミッションである Destiny+計画に

関しては、多数の CPS シンポジウムや研究会を開催して、我が国の惑星科学の研究者が活発な議論を行い、

様々な意見の交換の中からミッションの具体化が図られました。また、小型ミッションに関しても多方面の議論が

展開できたと思われます。これらの活動の結果、目的として掲げた探査計画の科学的目的の尖鋭化が図られ、

新たな搭載機器開発の技術検討や、機器開発を支援できるフレームワークの構築を準備することができました。 

 日常的な連携は、毎週火曜日に実施された CPS 定例会で連絡・調整を行い、連携活動の方針を確認及び実

行体制の構築を行いました。また、毎年度末には自己点検を実施して、項目「太陽系探査ミッションの創設」、

「人材養成とトレーニング」、「惑星科学の拠点としての活動」、「研究成果」、「組織」及び「Public Relation」に関



 
2 

 
Copyright © 2019, Graduate School of Science, Kobe University, All rights reserved. 

 
 

して点検しました。それぞれの項目について、ISAS 拠点連絡会、及び、神戸大学の CPS 運営会議においてそ

れらの自己点検は適切に検証されました。総じて、連携拠点としての活動は、適切であったとの評価でありまし

た。 

 2018 年度で、一旦 CPS の ISAS 連携拠点活動は終了し、私もセンター長は卒業いたしますが、今後も、CPS

は全国の惑星科学研究のハブとして活動を続けることが計画されており、私もその活動を期待しています。 

 最後に、約 3 年半の CPS の ISAS 連携拠点に参加して頂いた多くの関係者に感謝いたしたいと思います。皆

様の献身的な活動無しには CPS の適切な運営はできなかったと思います。本当に適切なサポートや助言、また、

活発な活動をありがとうございました。そして今後の CPS の活動にもどうぞご理解とご支援を頂きたいと思います。 

  

 

2019 年 4 月 
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1 センターの構成 

1.1 スタッフ 
専任スタッフ(*)・センター研究員 
教授 准教授 講師 助教 研究員 
觀山 正見* 
上野 宗孝* 
林  祥介 
荒川 政彦 
大槻 圭史 
牧野 淳一郎 
早田 次郎 
播磨 尚朝 
 

高橋 芳幸  
中村 昭子 
斎藤 貴之 
大道 英二 
 

瀬戸 雄介 
山﨑 和仁 

 

保井 みなみ 
筧 楽麿 
臼井 文彦* 
樫村 博基* 
平田 直之 

大淵 済 
河野 郁也* 
河合 佑太 
 

 
1.2 協力研究員 
氏名 所属・身分 
相川 祐理 
石渡 正樹 
伊藤 孝士 
井田 茂  
岩山 隆寛 
臼井 英之 
臼井 寛裕 
梅林 豊治 
梅村 雅之 
尾崎 正伸 
木村 淳  
きむら ひろし 
倉本 圭  
玄田 英典  
小久保 英一郎  
佐々木 晶 
塩谷 雅人 
芝井 広 
杉山 耕一朗 
鈴木 絢子 
関谷 実 
千秋 博紀 
田川 雅人 
谷川 享行 
田村 元秀 
富田 浩文 
中村 正人 
中本 泰史 
竝木 則行 
西澤 誠也 
納田 明達 

東京大学大学院理学系研究科天文学専攻 教授 
北海道大学大学院理学研究院理学院 准教授 
国立天文台 助教 
東京工業大学 地球生命研究所 教授 
福岡大学理学部 教授 
神戸大学大学院情報学研究科 教授/計算科学教育センタ－  副センター長 
東京工業大学 地球生命研究所 特任准教授／准主任研究員 
山形大学理学部 教授 
筑波大学計算科学研究センター センター長 
JAXA 宇宙科学研究所 准教授 
大阪大学大学院理学研究科 助教 
千葉工業大学惑星探査研究センター 研究員 
北海道大学大学院理学研究院理学院 教授 
東京工業大学 地球生命研究所  准教授 
国立天文台 理論研究部 教授 
大阪大学大学院理学研究科 教授 
京都大学生存圏研究所 教授 
大阪大学大学院理学研究科 教授 
松江高等専門学校 教員 
JAXA 宇宙科学研究所 研究開発員 
九州大学大学院理学研究院 教授 
千葉工業大学惑星探査研究センター 上席研究員 
神戸大学大学院工学研究科 准教授 
一関工業高等専門学校 准教授 
東京大学大学院理学系研究科 教授 
理化学研究所計算科学研究センター チームリーダー 
JAXA 宇宙科学研究所 教授 
東京工業大学大学院理工学研究科 准教授 
国立天文台 教授  
理化学研究所 計算科学研究センター 研究員 
東京工業大学 地球生命研究所 技術支援員 



 
5 

 
Copyright © 2019, Graduate School of Science, Kobe University, All rights reserved. 

 
 

野村 英子 
はしもと じょーじ 
三浦 均 
諸田 智克 
山田 耕 
和田 浩二 
渡邊 誠一郎 
渡部 重十 
渡部 潤一  

東京工業大学大学院理工学研究科 准教授 
岡山大学大学院自然科学研究科 准教授 
名古屋市立大学大学院システム自然科学研究科 准教授 
名古屋大学 大学院環境学研究科地球環境科学専攻 講師 
早稲田大学政治経済学術院 助教 
千葉工業大学惑星探査研究センター 主席研究員/副所長代行 
名古屋大学大学院環境科学研究科 教授 
北海道情報大学 教授 
国立天文台 副台長 

 
 
1.3 事務スタッフ 

遠藤 みゆき（地球惑星科学専攻事務 3 号館 CPS 対応） 
橋本 正子 
中西 順子  
 
 

1.4 人事異動 
内容 氏名 役職 異動月日 異動元機関・職 
新規採用 
 
新規採用 
 
着任 

河野 郁也 
 
河合 佑太 
 
斎藤 貴之 

学術研究員 
 
学術研究員 
 
准教授 

2018.10.01 
 
2018.10.01 
 
2018.12.01 

会津大学大学院コンピューター理工学研

究科 D3 
神戸大学大学院理学研究科 D3 
 
東京工業大学地球生命研究所, 特任准教授 

 
 

1.5 組織 
センター長  観山 正見 
副センター長 林 祥介 
運営委員会  観山 正見(委員長)，林 祥介，上野 宗孝，島 伸和，太田 仁  
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2  センターの活動 
 

本センターが推進する活動も従前にも増して惑星地球としての地球の認識、その普遍性特殊性の考察を促進

するべく、国内外の地球科学者との連携を進め、惑星および惑星系の起源・進化・多様性に関する理解の深化

と共有を促す活動を進めた。 

 
2.1 開催集会 

日程 行事名 

2018 年 4 月 9 日 

第 25 回 CPS 月惑星探査研究会： 
太陽系探査システムの将来に向けたＷＳ 
開催地：東京工業大学 大岡山キャンパス 
参加人数：10 名   

2018 年 4 月 16 日 
CPS/WTK Mini-Workshop on Planetary Fluids 
参加人数：15 名  リモート参加人数：4 名 

2018 年 4 月 23-24 日 

第 26 回 CPS 月惑星探査研究会: 
宇宙プラズマにおける粒子加速ワークショップ 
開催地：名古屋大学 宇宙地球環境研究所 
参加人数：17 名  リモート参加人数：7 名 

2018 年 5 月 11 日 

第 27 回 CPS 月惑星探査研究会： 
太陽系探査システムの将来に向けたＷＳ 
開催地：東京大学 本郷キャンパス 
参加人数：9 名   

2018 年 5 月 14-17 日 
9th Workshop on Catastrophic Disruption in the Solar System 
開催地：生田神社会館 
参加人数：89 名（日本 36 名、海外 53 名 14 か国） 

2018 年 5 月 21 日 
「太陽系小天体物質研究の新展開」研究会 
 開催地：神戸大学東京オフィス 
 参加人数：10 名 

2018 年 6 月 11 日 
第 28 回 CPS 月惑星探査研究会:太陽系データワークショップ III 
開催地：JAXA 宇宙科学研究所  
参加人数：16 名  リモート参加人数：5 名 

2018 年 6 月 23 日 
惑星科学コンソーシアムと大型研究計画に関する 
インフォーマルミーティング 
参加人数：10 名  リモート参加人数：2 名 

2018 年 7 月 6 日 
ポスト「京」萌芽的課題・計算惑星 本格実施フェーズ推進検討会議 
参加人数：4 名  リモート参加人数：15 名 

2018 年 8 月 3 日 
FDPS 講習会（C++, Fortran) 
参加人数：22 名   
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2018 年 8 月 8 日 
Formura ワークショップ 
参加人数：19 名   

2018 年 8 月 9 日 
ヘテロジニアス・メニーコア計算機による大規模計算科学課題第 3 回

研究連絡会議・ワークショップ 
参加人数：22 名  リモート参加人数：1 名 

2018 年 8 月 13-17 日 
The 11th meeting on Cosmic Dust 
開催地：JAXA 宇宙科学研究所 
参加人数：39 名（日本 16 名、海外 23 名 9 か国） 

2018 年 8 月 23-26 日 
2018 年夏の GFD セミナー 
開催地：支笏湖休暇村 
参加人数：27 名 

2018 年 9 月 3-8 日 
第 6 回探査ミッション立案スクール「月の探査」 
参加人数： 31 名（うち受講者 10 名）  

2018 年 9 月 11-14 日 
（地震の影響により 2019 年

5/31-6/3 に延期） 

The 74th Fujihara Seminar / International Venus Conference 2018 
開催地：北海道ニセコビレッジ 

2018 年 10 月 12 日 

第 2 回 ポスト「京」時代の天体形成シミュレーション研究会 
開催場所：神戸大学統合研究拠点コンベンションホール 
参加人数：20 名 （うち 2 名海外招待講演者） 
リモート参加人数：4 名（うち 1 名 海外招待講演者） 

2018 年 11 月 3 日 
 

第 11 回スペースガード研究会 
開催場所：千葉工業大学東京スカイツリータウンキャンパス 
参加人数：35 名 

2018 年 11 月 19-21 日 
 

Subaru Workshop on Small Solar System Bodies 
開催場所：神戸大学統合研究拠点コンベンションホール 
参加人数：19 名(うち外国人 14 名)  リモート参加人数：1 名 

2018 年 11 月 27-30 日 
 

ワークショップ「地球惑星科学における流体力学」(FDEPS) 2018 

開催地：関西セミナーハウス  
参加人数： 30 名（うち外国人 2 名(講師 1, 大学院生 1)）  

2018 年 11 月 29-30 日 
 

宇宙プラズマにおける粒子加速ワークショップ 

開催地：名古屋大学 東山キャンパス  
参加人数：31 名  リモート参加人数：5 名 

2018 年 12 月 17-19 日 
 

天体の衝突物理の解明 (XIV) 
～探査機はやぶさの成果と挑戦：初号機から２号機へ～ 
参加人数：54 名   
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2018 年 12 月 19 日 
 

月極域探査ワークショップその３ 
開催地：御茶ノ水ソラシティ カンファレンスセンターEAST  
参加人数：162 名  リモート参加人数：17 名   

2019 年 1 月 9-14 日 
 

第 7 回探査ミッション立案スクール「太陽系探査」 
参加人数： 40 名（うち受講者 16 名）  

2019 年 2 月 12-14 日 
 

NEDO プロジェクト合宿 
「テーマ名：FPGA IP と可変精度演算コアの融合による超低消費電力

エッジヘビーコンピューティング向け SoC の研究開発」 
参加人数： 27 名 

2019 年 2 月 18-19 日 
 

惑星科学フロンティアセミナー2018 
開催地：北海道大学理学部 8 号館 2 階コスモスタジオ 
参加人数： 25 名 

2019 年 2 月 18-21 日 
 

第 20 回惑星圏研究会 
開催地：東北大学 青葉ホール 
参加人数：120 名   

2019 年 3 月 4-6 日 
 

第 11 回惑星探査データ解析実習会 
開催地：会津大学 
参加人数：19 名   

2019 年 3 月 13 日 
 

ポスト「京」萌芽的課題・計算惑星 第 3 回 公開シンポジウム 
開催地：東京工業大学地球生命研究所三島ホール 
参加人数：33 名  リモート参加人数： 2 名 

2019 年 3 月 18-19 日 
 

超小型衛星利用シンポジウム 
開催地：東京大学工学部 2 号館 213 号室 
参加人数：188 名   

2019 年 3 月 27-29 日 
 

地球流体データ解析・数値計算ワークショップ 
参加人数：37 名   

 
2.2 セミナー 

年月日 講演者 所属 セミナータイトル 

2018 年 
6 月 27 日 

高棹 真介 
名古屋大学大学院 
理学研究科 

太陽・原始星における磁気活動 

2018 年 
6 月 28 日 

牛久保 孝行 
海洋研究開発構 
高知コア研究所  

コンドルールは飛んで行かない〜珪酸塩球粒の酸

素同位体比から原始太陽系星雲での固体粒子の移

動を探る〜 

2018 年  
7 月 23 日 

高木 征弘 
京都産業大学理学

部   
CPS/WTK セミナー 
金星 GCM で得られた熱潮汐波の 3 次元構造 

2018 年  
12 月 21 日 
 

藤谷 渉 茨城大学理学部  隕石に記録された小惑星の形成場所と軌道進化 
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2019 年  
1 月 18 日 

榎戸  輝揚 
京都大学大学院理

学研究科 
CPS/物理学専攻合同セミナー 
雷が反物質の雲をつくる 

2019 年  
3 月 6 日 

大澤  亮 
東京大学大学院理

学系研究科 
木曽超広視野 CMOS カメラ Tomo-e Gozen によ

る微光流星観測 

2019 年  
3 月 7 日 

上野 宗孝 
惑星科学研究セン

ター（CPS） 
宇宙科学と宇宙開発と日本 

2019 年  
3 月 15 日 

中山  陽史 
東京大学大学院理

学系研究科 
海惑星のハビタビリティ 

 
 

3  研究活動と成果 
 

3.1 概要 
 
(観山) 

惑星形成過程とアストロバイオロジー 

自然科学研究機構アストロバイオロジーセンター（以下 ABC)の運営会議メンバーとして、我が国のア

ストロバイオロジー関係の研究の振興に尽力した。CPS と ABC の連携の一環として、探査ミッション立

案スクールを開催し、若手研究者の育成に努めた。 

すばる望遠鏡による太陽系外の惑星形成領域の観測的研究を推進 

すばる望遠鏡を使用した近傍恒星周辺の星周円盤及び惑星の発見を目指すプロジェクト SEED の一員と

して惑星形成領域の観測的研究を推進した。並びに、すばる望遠鏡に搭載された超高域観測カメラで

ある HSC が運用をはじめ、その初期成果に寄与した。 

日本学術会議会員として学術の振興に関して貢献 

第三部の会員として、物理学委員会の委員、並びに天文学・宇宙物理学分科会の委員長として学術の

振興に努めた。 

 

（林） 

惑星大気シミュレーションモデルの開発と大気循環構造の解明 
太陽系ならびに太陽系外の惑星大気を念頭に、それらが置かれたパラメタ空間を覆うことのできる、
対象時空間スケールや構成素過程の複雑度において階層的に構成された、大気循環モデルの構築、な
らびに、そのデータ処理と可視化に必要となるソフトウェア群の開発を継続して主催している。モデ
ルの開発研究は高橋芳幸准教授をはじめとして全国の関係者と共同して行っており、その同人組織で
ある「地球流体電脳倶楽部」のモデル開発領域 http://www.gfd-dennou.org/library/dcmodel/に公開し
ている。今年度は、上記枠組みの上で長年推進している「地球型惑星とくに水惑星の太陽定数依存性」
における海洋の存在の影響を考察する数値実験と解析を行い、これまで我々の考察の誤りを発見、こ
れを正すことに着手した。また、地球シミュレータを用いた惑星大気計算を推進し、「あかつき」観
測との連携により金星大気の「筋状構造」を明らかにする成果を得て共同研究者とともにこれを論文
として発表した。この研究によって、データ同化とシミュレーションの融合の可能性を見出し、その
実現に向けて活動するグループを組織した。さらに、牧野淳一郎教授と協力して計算惑星科学の振興
につとめ、その一環として「ポスト京」を念頭に置いた惑星気象計算として樫村博基特命助教らとと
もに火星大気の全球非静力高解像度計算を進めている。 
 
(上野) 

宇宙科学・太陽系探査に関わる創出研究と，それを実現する宇宙機の高機能化に関わる研究 
宇宙科学・太陽系探査に関わる創出研究として，超小型ミッション (Geo-X, X 線モニターミッション)，
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イプシロンロケットを活用したミッション(磁気リコネクション・粒子加速プロジェクト)の具体的な検

討に関わる研究を行った． 
将来の宇宙科学・太陽系探査機システムの高度化に関わるシステムズエンジニアリング的な研究を進

め，小型化・高機能化の実現に向けた研究を，関連研究者を集めたワークショップを定期開催し，議

論と研究をリードした． 
 

（荒川） 

惑星衝突と宇宙雪氷学に関する実験的研究 

惑星衝突に関する研究では、強度支配域における小惑星の衝突破壊強度のサイズ依存性を実験的に調

べた。また、重力支配域における衝突破壊強度を調べるため、模擬微惑星として石膏や乾燥粘土に対

する衝突破壊実験を行った。また、はやぶさ2の SCI衝突実験の準備のため、弱強度試料、粗粒レゴリ

ス試料、雪、多孔質シリカ層等へのクレーター形成実験を行った。さらに、多孔質天体のクレーター

形成に伴う衝突残温度を計測した。一方、宇宙雪氷学に関する研究では、土星リング粒子の反発係数、

雪の圧密変形に関する構成方程式を実験的に調べた。 

 

（大槻） 

衛星・リングの起源および太陽系小天体観測に関する研究 

国立天文台ハワイ観測所・寺居剛氏、千葉工業大学・吉田二美氏らと共同で、すばる望遠鏡の超広視

野カメラを用いて取得されたデータの解析に基づき、ケンタウルス族天体のカラーの解析を行い、そ

の起源進化について考察した。結果は査読論文として公表した。土星探査機カッシーニの探査最終段

階にあたって、リングの理論研究に関するレビュー論文を共著で執筆・出版したほか、雑誌「パリテ

ィ」の解説記事の執筆と編集を担当した。 

 

（牧野） 

計算惑星学 

今年度は、ポスト京萌芽的研究「計算惑星」の代表として、惑星科学における大規模シミュレーショ

ン研究を推進した他、「次世代領域研究開発」（高性能汎用計算機高度利用事業費補助金）「ヘテロ

ジニアス・メニーコア計算機による大規模計算科学」の分担者として、新アーキテクチャの計算機上

での惑星学シミュレーションコードの開発を進めた。また、 NEDO からの委託研究「高効率・高速処理

を可能とする AI チップ・次世代コンピューティングの技術開発／革新的 AI エッジコンピューティン

グ技術の開発／FPGA IP と可変精度演算コアの融合による超低消費電力エッジヘビーコンピューティン

グ向け SoC の研究開発」を株式会社 Preferred Networks と共同で開始した。 

 

（早田） 

ゲージ場とインフレーション 

 

（播磨）  

多極子伝導系の物理の推進 

 

（高橋） 

金星大気放射モデルの構築とそれを用いた金星大気大循環の数値実験 

地球と比べて高温・高圧の条件にある金星大気中の放射伝達計算を精度よく行うことのできる放射モ

デルを構築した. 構築した放射モデルはライン・バイ・ラインモデルと, それを元にした相関 k分布モ

デルである. 構築したそれらのモデルは, 計算から得られる放射フラックスを過去の探査機による観測

データと比較することで検証し, 概ね現実的な金星大気中の放射場を表現することを確認した. また, 

相関 k分布モデルを大気大循環モデルに導入することで金星大気の大気大循環実験を試み, 惑星自転方

向の東西風（スーパーローテーション）を表現することができた. 
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（中村） 

多孔質標的の爆薬クレーター形成実験 

弾丸の衝突実験では実現できない大規模クレーター実験により、多孔質天体のクレーター形成過程を

模擬することを目的として、昨年度より熊本大学パルスパワー科学研究所において石膏の爆薬クレー

ター実験を行っている。今年度は、起爆に用いる雷管の効果を調べるために、雷管のみ、あるいは雷

管と少量の爆薬でのクレーター実験を行って、雷管が予想以上にクレーター形成に影響を及ぼしてい

ることがわかった。今後、データの解析を進めて、雷管の影響を定量的に評価し、衝突クレーターと

の対応づけを進める。 

 

(斎藤) 
粒子系シミュレーションによる天体の形成と進化の研究 
今年度、銀河形成をコントロールするフィードバックモデルについて、様々なモデルを実装検討した。
最終的に P. Hopkins の提案する FIRE モデルを自身のシミュレーションコードで採用した。また、科
研費若手 A 最終年度の事業として、銀河形成シミュレーションの映像を作成した。本映像は講演や
web を通じて、広く研究教育に役立てていく。また、共同研究として衝突銀河における高密度ガス形
成・星団形成についての観測的理論的研究、中性子連星系形成メカニズムの研究、マグマオーシャン
を持つ原始地球に対する巨大衝突による月形成の研究をおこなった。 
 

（大道） 

磁性体・超伝導体の強磁場物性の研究 

 

（瀬戸） 

惑星構成物質の微細組織に関する鉱物学・結晶学的研究 

X線・電子線結晶学の統合解析ソフトウェアの開発に取り組み、OpenGLテクノロジーによる結晶構造の

高速な可視化、ベーテ法による動力学的効果を考慮した正確な回折強度のシミュレーション、あるい

は2次元画像上の高速スポット検出およびマルカール法による高精度な関数フィッティングなどが可能

となった。また、太陽系始原天体における水質変質過程を解明するために、透過型電子顕微鏡を用い

て始原的隕石中の水質変質組織を観察し、初生の金属鉄が硫化物や層状ケイ酸塩鉱物に変化していく

プロセスを観察した。 

 

（山崎） 

地球-生態システムにおけるカタストロフィックシフトの理論的研究 
地球・生態システムは非線形システムであるので，例えば，温度変化が連続的でも生態系の種数は急

激に変化する場合がある。この急激な変化はカタストロフィックシフトと呼ばれ，システムはある平

衡状態から別の平衡状態へと急激にシフトする。したがって，カタストロフィックシフトの最中は本

質的に非平衡状態にあるが，そのシステム特性とくに安定性解析は，非平衡状態では非常に難しくほ

とんどおこなわれていない。そこで，KCC 理論に基づき，これを理論的に考察した。 
 

（保井） 

小天体の衝突過程とテクトニクスに関する実験的研究 

小天体の衝突過程とテクトニクスに関する研究として，雪の変形実験及び粉粒体のクレーター形成実

験を行った．変形実験は，雪の圧密過程を調べる実験手法を確立し，圧密速度に対する焼結度，応力，

温度依存性を明らかにした．また，極低温下での雪と，粒度分布をもつビーズ層へのクレーター形成

実験を行った．雪の場合はクレータースケール則に対する温度・焼結度の依存性を明らかにし，ビー

ズ層の場合はクレーターサイズに対する粒度分布，特に粗粒ビーズの影響を明らかにした． 

 

（筧） 

東北日本で発生するスラブ内地震とプレート境界地震の距離減衰特性の震源深さ依存性 

東北日本弧のスラブ内地震とプレート境界地震について，隣接2観測点のスペクトル比から地盤増幅特
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性を評価し，観測データから地盤増幅特性を取り除いた上で距離減衰特性を評価した結果，距離減衰

特性の震源深さ依存性を見出した。浅い媒質ほど減衰が弱い通常の一次元地下構造の場合，震源の浅

い地震ほど距離減衰特性の傾きが急になる（＝減衰が強い）ことが予想されるが，得られた結果は震

源が深い程傾きが急になるという逆の傾向を示した。この説明困難な距離減衰の深さ依存性は，媒質

の減衰特性と震源特性についての 2つの仮定を設けると説明可能であることを示した。 

東北日本で発生するスラブ内地震，プレート境界地震，アウターライズ地震による強震動と島弧の減

衰構造に関する研究 

今年度はスラブ内地震，プレート境界地震に加え，東北日本弧のアウターライズ地震についての解析

を開始し，3 種類の地震による強震動と島弧の減衰特性の関係を論じた。具体的には，アウターライズ

地震についても，スラブ内地震とプレート境界地震と同様に島弧の背弧側で高周波地震波の振幅が減

衰するという特徴が見られること，火山フロントからの距離を基準に背弧側での高周波地震波の距離

減衰を定量的に検討すると，スラブ内地震の場合がもっとも減衰が強く，プレート境界地震とアウタ

ーライズ地震の距離減衰は同程度でかるスラブ内地震の場合よりゆるやかであることを見出した。こ

の結果は，背弧側の媒質の減衰が強いという不均質減衰構造モデルで合理的に解釈できる。 

 

（臼井） 

近赤外線分光観測による小惑星の含水鉱物探査 
赤外線天文衛星「あかり」を用いて近赤外線で小惑星の観測を行い、地上の天文台からは観測できな

い波長 2.7 マイクロメートル付近にある含水鉱物の存在を示す特徴を、数多くの小惑星について世界で

初めて捉えることに成功した。さらに、得られたデータの詳しい解析から、リュウグウと同じ C 型小

惑星の進化の過程を明らかにした。本成果は 2018 年 12 月 17 日に「Publications of the Astronomical 
Society of Japan」電子版に掲載され、JAXA 東京事務所にて記者会見を行った。 
 
（樫村） 

金星および火星大気循環の大規模シミュレーション 

金星大気で近年観測された下層雲の惑星規模のストリーク構造について、大気大循環モデル「金星

AFES」を用いた高解像度数値シミュレーションでこれを再現することに成功し、その力学的成因を解

明した。この成果は、科学誌 Nature Communications にて発表した。また、より高解像度・大規模計算

に対応した火星大気大循環モデル「火星 SCALE-GM」の開発を進め、全球 1.9 km 格子の高解像度シミ

ュレーションを実現させた。 
 
（平田） 

小惑星 RYUGU の画像データ解析 
今年度もっとも注力したのは Hayabusa2 探査機の RYUGU のリモートセンシング画像データの解析で

ある。大学院生 2 名の協力の下で、特に ONC カメラと呼ばれる画像データから、RYUGU の半径・体

積・自転周期・自転軸傾斜角の決定と、形状モデルの作成をおこなった。これらを通じて、

Hayabusa2 のミッション運用と科学面に貢献し、関連する論文 3 報が Science 誌に掲載された。その

他、土星環上に現れるスポークの形成メカニズム解明に関する研究・ガニメデ上にある多重リング構

造（Furrow system）の規模に関する研究を推進しており、論文が査読中である。 
 
(大淵) 
地球型惑星大気の大循環構造のより良い理解に向けた予備的研究 

金星の大規模筋状構造については議論を重ねて論文を完成し，成果は Nature Communications 誌に掲載

された（Kashimura et al. 2019）．また，東京工業大学と京都大学，九州大学の研究者と協力し，簡

単大気大循環モデルの理想化された数値実験による，土星の衛星であるタイタンの大気大循環の生成

と維持機構の理解にための研究を始めた．数値実験では，熱ロスビー数を大きくすることにより，弱

いながらも成層圏にスーパーローテーションが現れることを確認した． 
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(河野) 
ヘテロジニアスメニーコアプロセッサ用アプリケーションの開発と評価 
ヘテロジニアス環境(特に PEZY-SC)を対象として想定した実アプリケーションの開発を進めてきた。
着任以前より扱ってきた津波シミュレーション、MOST のアクセラレータ向け最適化および、近年台
頭してきたスパコン向け津波アプリで、オープンソースとなっている JARGURS の解析調査とコード
移植を進めてきた。JARGURS は実アプリとして非常に多機能であるため、計算高速化の評価に影響
するものに絞って移植し、ひとまずアクセラレータ化の土台とする CPU 向けコードのテストを行って
いる。また、MOST の高速化については新しい結果を研究室セミナーで報告しており、近いうちに論
文にまとめる予定である。 
 

(河合) 
大気海洋海氷結合モデルを用いた海惑星気候の数値的探索 
惑星気候に対する海洋の役割を明らかにするために、大気海洋海氷結合モデルを用いて海惑星で実現
される気候の太陽定数依存性を継続して調べた。これまでの実験により、先行研究に基づく大気設定
では海洋熱輸送は気候レジーム図(太陽定数と氷線緯度の関係図)をあまり変化させないことが明らか
になり、この結果は灰色大気の吸収係数が小さいことに起因すると考えられた(これらの結果は投稿
論文としてまとめつつある)。そのため、吸収係数を大きくした実験も行うと、海洋熱輸送の有無に
よって、気候レジーム図が定性的に変化することが新たに分かった。  
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論文名：水を湛えた小惑星たち ─「あかり」による小惑星の含水鉱物探査 
著者名：臼井 文彦* 
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S. S. Limaye; K. McGouldrick; S. Murakami; K. Nakajima; M. Nakamura; K. Ogohara; J. Peralta; T. M. Sato; T. 
Satoh; M. Takagi; S. Watanabe; M. Yamada; A. Yamazaki; E. F. Young Akatsuki Reveals Venus Atmosphere 
Dynamics 42nd COSPAR Scientific Assembly 2018 Pasadena, CA, USA 2018.7 口頭, 特別 
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Comparative Emergence  Earth-Life Science Institute and Digital Hall, Tokyo Institute of 
Technology 2019.1 口頭, 特別 
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Arai; Tetsuharu Fuse; Takashi Hattori; Hidekazu Hanayama; Yang Hongu; Nobunari Kashikawa; Kyoko 
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Terahertz EPR Studies on Heme Compounds The 16th International Conference on Megagauss Magnetic Field 
Generation and Related Topics（MG-XVI） THE UNIVERSITY OF TOKYO, KASHIWA 2018.9 ポスタ
ー 

 Hideyuki Tanaka; Youhei Ishihara; Ryo Sakamoto; Takashi Nakamura; Yasuyuki Kimura; Keigo Nitadori; Miyuki 
Tsubouchi; Jun Makino* Automatic Generation of High-Order Finite-Difference Code with Temporal Blocking 
for Extreme-Scale Many-Core Systems Fourth International IEEE Workshop on Extreme Scale Programming 
Models and Middleware (ESPM2 2018) Dallas, Texas 2018.11 口頭 

 Jun Makino* Pros and Cons of HPCx benchmarks The International Conference for High Performance 
Computing, Networking, Storage, and Analysis (SC18) Dallas, Texas  2018.11 口頭 

 Tane Remington; Mike Owen; Akiko M Nakamura*; Paul L Miller; Megan Bruck Syal Benchmarking asteroid-
deflection simulations: Basalt spheres American Geophysical Union Fall Meeting Washington Convention 
Center and surrounding hotels,USA 2018.12 ポスター 

 Tomomi Omura+; Akiko Nakamura*  Experimental Study on Internal Porosity Structure of Chondrite Parent 
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Bodies The Ninth Symposium on Polar Science JAXA Sagamihara Campus 2018.12 口頭 
 Akimasa Suzumura; Yusuke Seto*; Shoichi Itoh Petrographic study of a compact type A CAIs with partial 

melting process The Ninth Symposium on Polar Science JAXA Sagamihara Campus 2018.12 ポスター 
 Yusuke Seto*; Shiori Adachi+; Kazushige Tomeoka* Hydrothermal experiments of anorthite with implications 

for Na-metasomatism on carbonaceous chondrite parent body The Ninth Symposium on Polar Science JAXA 
Sagamihara Campus 2018.12 ポスター 

 臼井 文彦* AKARI Near-Infrared Asteroid Spectroscopic Survey Thermal Models for Planetary Science III 
Hungarian Academy of Sciences, Budapest, Hungary  2019. 2 口頭 

 杉本 憲彦; 山崎 哲; 神山 徹; 樫村 博基*; 榎本 剛; 高木 征弘 Venusian atmospheric general circulation model 
for the Earth Simulator (AFES-Venus) local ensemble transform Kalman filter (LETKF) data assimilation system 
(VALEDAS)  Symposium on Planetary Sciences 2019  Tohoku Univ Sendai 2019.2 ポスター 

 高木 征弘; 杉本 憲彦; 樫村 博基*; 安藤 紘基; 松田 佳久 Mean meridional circulation in the Venus upper 
atmosphere , Symposium on Planetary Sciences 2019 Tohoku Univ Sendai 2019.2 ポスター 

 S. Watanabe; M. Hirabayashi; N. Hirata; N. Hirata*; R. Noguchi; Y. Shimaki; H. Ikeda; E. Tatsumi; M. Yoshikawa; 
S. Kikuchi; H. Yabuta; T. Nakamura; S. Tachibana; Y. Ishihara; T. Morota; K. Kitazato; N. Sakatani; K. 
Matsumoto; K. Wada; H. Senshu; C. Honda; T. Michikami; H. Takeuchi; T. Kouyama; R. Honda; S. Kameda; T. 
Fuse; H. Miyamoto; G. Komatsu; S. Sugita; T. Okada; N. Namiki; M. Arakawa*; M. Ishiguro; M. Abe; R. Gaskell; 
E. Palmer; O. S. Barnouin; P. Michel; A. S. French; J. W. McMahon; D. J. Scheeres; P. A. Abell; Y. Yamamoto; S. 
Tanaka; K. Shirai; M. Matsuoka; M. Yamada; Y. Yokota; H. Suzuki; K. Yoshioka; Y. Cho; S. Tanaka; N. 
Nishikawa; T. Sugiyama; H. Kiku-chi; R. Hemmi; T. Yamaguchi; N. Ogawa; G. Ono; Y. Mimasu; K. Yoshikawa; 
T. Takahashi; Y. Takei; A. Fujii; C. Hirose; T. Iwata; M. Hayakawa; S. Hosoda; O. Mori; H. Sawada; T. Shimada; 
S. Soldini; H. Yano; R. Tsukizaki; M. Ozaki; Y. Iijima; K. Ogawa; M. Fujimoto; T.-M. Ho; A. Moussi; R. Jaumann; 
J.-P. Bibring; C. Krause; F. Terui; T. Saiki; S. Nakazawa; Y. Tsuda HIGH POROSITY NATURE OF THE TOP-
SHAPE C-TYPE ASTEROID 162173 RYUGU AS OBSERVED BY HAYABUSA2. The 50th Lunar and 
Planetary Science Conference The Woodlands Waterway Marriott Hotel and Convention Center,USA 2019.3 
口頭 

 臼井 文彦*; 長谷川 直; 大坪 貴文; 尾中 敬 Exploring Hydrated Minerals on Asteroids with AKARI The 
50th Lunar and Planetary Science Conference The Woodlands Waterway Marriott Hotel and Convention Center, 
The Woodlands, Texas, USA 2019.3 口頭 

 T. Omura+; A. M. Nakamura* Experimental study on the primordial porous structure of chondrite parent bodies 
due to self-gravity  The 50th Lunar and Planetary Science Conference The Woodlands Waterway Marriott 
Hotel and Convention Center, USA 2019.3 口頭 

 Takuto Deyama+; Tsuyoshi Terai; Keiji Ohtsuki*; Fumi Yoshida  Size and color distributions of small main-
belt asteroids observed by the Subaru/Hyper Suprime-Cam The 50th Lunar and Planetary Science Conference 
The Woodlands Waterway Marriott Hotel and Convention Center, USA 2019.3 口頭 

 H. Kawamura+; K. Ohtsuki*; N. Hirata; H. Daisaka Impact velocity between particles in saturn's rings The 
50th Lunar and Planetary Science Conference The Woodlands Waterway Marriott Hotel and Convention Center, 
USA 2019.3 口頭 

 Toru Homma+; Keiji Ohtsuki*; Ryo Suetsugu; Masahiro N. Machida; Taka-yuki Tanigawa Distribution of small 
bodies in circumplanetary disks supplied from the protoplanetary disk The 50th Lunar and Planetary Science 
Conference The Woodlands Waterway Marriott Hotel and Convention Center, USA 2019.3 口頭 

 Y. Tsuda; M. Yoshikawa; S. Watanabe; S. Nakazawa; F. Terui; T. Saiki; T.-M. H ; A. MoussiSoffys; S. Sugita; N. 
Namiki; K. Kitazato; S. Tanaka; M. Arakawa*; S. Tachibana; M. Ishiguro; H. Ikeda; T. Okada; H. Demura; M. 
Abe; K. Fujita; Y. Yamamoto; R. Jaumann; J.-P. Bibring; M. Grott; K.-H. Glassmeier; Hayabusa2 Project Team  
HAYABUSA2 MISSION UP TO NOW. The 50th Lunar and Planetary Science Conference The Woodlands 
Waterway Marriott Hotel and Convention Center, USA 2019.3 ポスター 

 S. Watanabe; M. Hirabayashi; N. Hirata; N. Hirata*; R. Noguchi; Y. Shimaki; H. Ikeda; E. Tatsumi; M. Yoshikawa; 
S. Kikuchi; H. Yabuta; T. Nakamura; S. Tachibana; Y. Ishihara; T. Morota; K. Kitazato; N. Sakatani; K. 
Matsumoto; K. Wada; H. Senshu; C. Honda; T. Michikami; H. Takeuchi; T. Kouyama; R. Honda; S. Kameda; T. 
Fuse; H. Miyamoto; G. Komatsu; S. Sugita; T. Okada; N. Namiki; M. Arakawa*; M. Ishiguro; M. Abe; R. Gaskell; 
E. Palmer; O. S. Barnouin; P. Michel; A. S. French; J. W. McMahon; D. J. Scheeres; P. A. Abell; Y. Yamamoto; S. 
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Tanaka; K. Shirai; M. Matsuoka; M. Yamada; Y. Yokota; H. Suzuki; K. Yoshioka; Y. Cho; S. Tanaka; N. 
Nishikawa; T. Sugiyama; H. Kikuchi; R. Hemmi; T. Yamaguchi; N. Ogawa; G. Ono; Y. Mimasu; K. Yoshikawa; 
T. Takahashi; Y. Takei; A. Fujii; C. Hirose; T. Iwata; M. Hayakawa; S. Hosoda; O. Mori; H. Sawada; T. Shimada; 
S. Soldini; H. Yano; R. Tsukizaki; M. Ozaki; Y. Iijima; K. Ogawa#; M. Fujimoto; T.-M. Ho; A. Moussi; R. 
Jaumann; J.-P. Bibring; C. Krause; F. Terui; T. Saiki; S. Nakazawa; Y. Tsuda High porosity nature of the top-
shape C-type asteroid 162173 Ryugu as observed by Hayabusa2 Lunar and Planetary Science Conference  
 Houston 2019.3  口頭 

 Y. Tsuda; M. Yoshikawa; S. Watanabe; S. Nakazawa; F. Terui; T. Saiki; T.-M. Ho; A. MoussiSoffys; S. Sugita; N. 
Namiki; K. Kitazato; S. Tanaka; M. Arakawa*; S. Tachibana; M. Ishiguro; H. Ikeda; T. Okada; H. Demura; M. 
Abe; K. Fujita; Y. Yamamoto; R. Jaumann; J.-P. Bibring; M. Grott; K.-H. Glassmeier Hayabusa2 Project Team
 Hayabusa2 mission up to now 50th Lunar and Planetary Science Conference The Woodlands Waterway 
Marriott Hotel and Convention Center Texas 2019.3 ポスター 
 
 

3.2.5 国内集会発表 
 
3.2.5.1 招待講演 
 
 臼井 文彦* 小さな星から広がる大きな世界 ― 小惑星科学の最前線 ―  ナレッジキャピタル大学校 

グランフロント大阪 2018.4 公開講演 
 中村 昭子* 小惑星模擬多孔質物質の衝突圧密実験 日本材料学会 第 152 回衝撃部門委員会・講演会 

神戸大学 2018.9 口頭 
 中村 昭子* 平山族と衝突実験 「平山族発見から 100 年」研究会 千葉工業大学東京スカイツリー

タウン R キャンパス 2018.11 口頭 
 荒川 政彦* 国際宇宙探査のための人材育成 第 2 回月着陸探査研究会 奥州宇宙遊学館（国立天文

台 水沢キャンパス内） 2019.2 口頭, 特別 
 斎藤 貴之 ASURA による 3 次元化学動力学シミュレーション 核データと重元素合成を中心とする
宇宙核物理研究会 北海道大学学術交流会館 2019.3 口頭, 特別 
 

3.2.5.2 招待講演以外(学会) 
 
 高橋 芳幸*; 大西 将徳; はしもと じょーじ; 倉本 圭; 石渡 正樹; 高橋 康人; 林 祥介* 惑星大気放射伝達

モデルの構築：金星大気の計算 日本気象学会 2018 年春季大会 つくば国際会議場 2018.5 口頭 
 村橋 究理基，須藤 康平，西澤 誠也，石渡 正樹，小高 正嗣，中島 健介，竹広 真一，杉山 耕一朗，荻

原 弘尭，高橋 芳幸*，林 祥介* 火星高解像度 LES を用いた地表面タストフラックスの見積もり 日

本気象学会 2018 年度春季大会 つくば国際会議場 2018.5 口頭 
 河合 佑太+，高橋 芳幸*，石渡 正樹，西澤 誠也，竹広 真一，中島 健介，富田 浩文，林 祥介* 部分

凍結解の初期値依存性を除去した海惑星気候の太陽定数依存性 日本気象学会 2018 年度春季大会 

つくば国際会議場  2018.5 口頭 
 杉山 耕一朗，中島 健介,小高 正嗣，倉本 圭，林 祥介* 木星型惑星を想定した雲対流の数値計算～凝
結性成分が多いケース～ 日本地球惑星科学連合 2018 年大会 幕張メッセ 2018.5 ポスター 

 Yasumasa Kasaba; Hiromu Nakagawa; Hideo Sagawa; Takeshi Kuroda; Takeshi Imamura; Vandaele A.C.; 
Shohei Aoki; Isao Murata; Naoki Terada; Takeshi Sakanoi; Kosuke Takami; Sae Aizawa; Akiba Takehiko; 
Masashi Toyooka; Nao Yoshida; Katsushige Toriumi; Yasuko Kasai; Atsushi Yamazaki; Takao M. Sato; 
Hiroyuki Maezawa; Makoto Taguchi; Hiroki Kashimura*; P.-F. Coheur; S. Sophie; S. Severine; V. Wilquet; A. 
Mahieux; F. Daerden; L. Neary; S. Viscardy Exploring the Atmosphere of MArs and VEnus with Remote 
Observations and Simulations: A Belgium-Japan partnership(AMAVERO) 2017-2018 日本地球惑星科学連

合 2018 年大会 幕張メッセ 2018.5 ポスター 
 岡崎 昌志+; 荒川 政彦*; 保井 みなみ*; 長谷川 直 フラッシュ X 線を用いた凍結粘土の衝突破壊過程の
その場観察 日本地球惑星科学連合 2018 年大会 幕張メッセ 2018.5 口頭 
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 宮野 加菜+; 保井 みなみ*; 荒川 政彦* 多孔質氷天体上への高速度クレーター形成実験：クレーター
サイズスケール則に対する衝突溶融度の影響 日本地球惑星科学連合 2018 年大会 幕張メッセ 
2018.5 ポスター  

 中村 誠人+ ; 荒川 政彦* ; 保井 みなみ* 氷微惑星を模擬した氷球の斜め衝突実験 日本地球惑星科学
連合 2018 年大会 幕張メッセ 2018.5 ポスター  

 小川 晃輝; 山﨑 祐太朗; 村上 雄一; 中村 昭子*; 門野 敏彦; 川合 伸明; 田中 茂 多孔質小天体の強度支
配クレーターの研究：石膏の爆薬クレーター実験 日本地球惑星科学連合 2018 年大会 幕張メッセ 
2018.5 ポスター 

 平田 直之*; 大槻 圭史* 土星環粒子・氷衛星上のボルダーに働く熱応力とその寿命 日本地球惑星科
学連合 2018 年大会 幕張メッセ 2018.5 ポスター 

 岩佐 海詩+; 中村 昭子* マイクロクレーター形状の衝突速度依存性 日本地球惑星科学連合 2018 年
大会 幕張メッセ 2018.5 ポスター 

 松田 幸樹+; 高橋 芳幸*; 石渡 正樹; 林 祥介* 大気大循環モデルを用いた地球気候の太陽定数依存性に
関する数値実験 日本地球惑星科学連合 2018 年大会 幕張メッセ 2018.5 口頭 

 長足 友哉+; 中村 昭子*; 長谷川 直; 和田 浩二 粉体流中に形成するクラスターの形状、サイズ、密度 
日本地球惑星科学連合 2018 年大会 幕張メッセ 2018.5 口頭 

 河合 佑太+; 高橋 芳幸*; 石渡 正樹; 西澤 誠也; 竹広 真一; 中島 健介; 富田 浩文; 林 祥介* 海惑星気候の
太陽定数依存性に関する数値的研究: 海洋熱容量と海洋熱輸送の効果 日本地球惑星科学連合 2018 年
大会 幕張メッセ 2018.5 口頭 

 樫村 博基*; 八代 尚; 西澤 誠也; 富田 浩文; 中島 健介; 石渡 正樹; 高橋 芳幸*; 林 祥介* 火星大気循環の
全球・高解像度・非静力学計算に向けたモデル開発 日本地球惑星科学連合 2018 年大会 幕張メッ
セ 2018.5 ポスター 

 高橋 芳幸*; 大西 将徳; はしもと じょーじ; 倉本 圭; 石渡 正樹; 高橋 康人; 林 祥介* 惑星大気の放射伝
達計算 日本地球惑星科学連合 2018 年大会 幕張メッセ 2018.5 ポスター 

 村橋 究理基; 須藤 康平; 西澤 誠也; 石渡 正樹; 小高 正嗣; 中島 健介; 竹広 真一; 杉山 耕一朗; 荻原 弘尭; 
高橋 芳幸*; 林 祥介*  火星大気高解像度ラージエディシミュレーションによる地表面ダストフラッ

クスの見積もり 日本地球惑星科学連合 2018 年大会 幕張メッセ 2018.5 ポスター 
 臼井 寛裕; 千秋 博紀; 荒川 政彦*; 日本惑星科学会 惑星探査専門委員会; 日本惑星科学会 RFI 回答文書
改訂作業部会 日本惑星科学会による，惑星探査ロードマップ 日本地球惑星科学連合 2018 年大会 
幕張メッセ 2018.5 ポスター 

 牧野 淳一郎* ポスト「京」萌芽的課題「生命を育む惑星の起源・進化と環境変動の解明」の現況 
日本地球惑星科学連合 2018 年大会 幕張メッセ 2018.5 口頭 

 瀬戸 雄介*; 足立 栞; 市村 隼; 留岡 和重 アノーサイトの水質変成実験から推定されるコンドライト母
天体の Na 交代変成 日本地球惑星科学連合 2018 年大会 幕張メッセ 2018.5 口頭 

 奥地 拓生; プレジャブ ナランゴー; 尾崎 典雅; 瀬戸 雄介*; 丹下 慶範; 関根 利守; 富岡 尚敬; 松岡 健之; 
高橋 謙次郎; 梅田 悠平; 宮西 宏併; 犬伏 雄一; 籔内 俊毅; 兒玉 了祐 衝撃圧縮その場での時間分解XFEL
回折による衝撃変成カンラン石の構造転移機構 日本地球惑星科学連合 2018 年大会 幕張メッセ 
2018.5 口頭  

 山崎 和仁* 二次元変形・流動現象におけるポテンシャル曲面の微分幾何学的構造 第 85回形の科学

シンポジウム 東北大学 2018.6 口頭 
 石井 友一朗+; 山崎 和仁* 脊椎動物の系統樹の位相的性質：Horton 解析と中立的確率分岐モデルに基

づくアプローチ 第 85 回形の科学シンポジウム 東北大学 2018.6 口頭 
 山崎 和仁* 種間相互作用を伴う古生態系の非平衡安定性解析 日本古生物学会 2018 年年会  東北

大学 2018.6 口頭 
 今岡 宏太+; 山崎 和仁* 移動個体群の生物多様性変化 日本古生物学会 2018 年年会 東北大学 

2018.6 口頭 
 長足 友哉+; 中村 昭子*; 和田 浩二 Phobos' grooves の成因ー粉体流に形成する凝集体研究に基づく考

察 第 6 回衛星系研究会 東京工業大学 2018.8 口頭 
 長足 友哉+; 中村 昭子*; 和田 浩二 粉体流中の凝集構造形成に対する粒子形状の効果 「新しい星形

成理論によるパラダイムシフト：銀河系におけるハビタブル惑星開拓史の解明」キックオフミーティ
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ング 名古屋大学 2018.9 口頭 
 藤本 達也; 大道 英二*; 太田 仁; 高橋 英幸; 港 啓介 波長可変テラヘルツ光源を用いた強磁場中 ESR 分

光法の開発 第五回西日本強磁場科学研究会 神戸大学大学院理学研究科 2018.9 ポスター 
 奥藤 涼介; 櫻井 敬博; 高橋 英幸; 肘井 敬吾; 大道 英二*; 大久保 晋; 太田 仁; 上床 美也; 田中 秀数 多重

極限ESR装置におけるハイブリッド型圧力セルの最適化と応用 第五回西日本強磁場科学研究会 神

戸大学大学院理学研究科 2018.9 ポスター 
 太田 仁; 大久保 晋; 高橋 英幸; 大道 英二*; 斎藤 佑; 原 茂生; 櫻井 敬博 神戸大学における多重極限 THz 

ESR 第五回西日本強磁場科学研究会 神戸大学大学院理学研究科  9 ポスター 
 高橋 英幸; 大道 英二*; 太田 仁; 小川 亮; 鍋島 冬樹; 前田 京剛 磁気トルク測定による FeSe の超伝導揺

らぎ由来反磁性の精密評価 第五回西日本強磁場科学研究会 神戸大学大学院理学研究科 2018.9 
ポスター 

 出口 健太; 大道 英二*; 太田 仁 高感度 ESR 測定のためのマグネットオンカンチレバーの開発 第五

回西日本強磁場科学研究会 神戸大学大学院理学研究科 2018.9 ポスター 
 石村 謙斗; 岡本 翔; 高橋 英幸; 大道 英二*; 太田 仁 改良されたメンブレン型ピエゾ抵抗センサーを用

いた強磁場 ESR 測定 第五回西日本強磁場科学研究会 神戸大学大学院理学研究科 2018.9 ポスタ
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 浦上 晴奈+; 中村 昭子* 小惑星模擬表面構造と反射率の関係の実験的研究 天体の衝突物理の解明 

(XIV) ～探査機はやぶさの成果と挑戦：初号機から２号機へ～ 惑星科学研究センター (CPS) 
2018.12 ポスター 

 森園 佳奈+; 中村 昭子* 小天体レゴリスへのインパクターの貫入深さ 天体の衝突物理の解明 (XIV) ～
探査機はやぶさの成果と挑戦：初号機から２号機へ～ 惑星科学研究センター(CPS) 2018.12 ポス

ター 
 松本 真由子+; 中村 昭子* 二次標的を用いたエジェクタサイズ‐速度関係の導出 天体の衝突物理の

解明 (XIV) ～探査機はやぶさの成果と挑戦：初号機から２号機へ～ 惑星科学研究センター(CPS) 
2018.12 ポスター 

 筧 楽麿* 高密度強震データによる東北日本のスラブ内・プレート境界地震の距離減衰特性の検討 

第 15 回日本地震工学シンポジウム 仙台国際センター 2018.12 口頭 
 岩澤 全規; 行方 大輔; 坂本 亮; 中村 孝史; 木村 耕行; 似鳥 啓吾; 野村 昴太郎; 坪内 美幸; 牧野 淳一郎* 
粒子法シミュレーションコード開発のためのフレームワーク(FDPS)の開発 第 167 回ハイパフォーマ

ンスコンピューティング研究会  沖縄産業支援センター 2018.12  口頭 
 田中 英行; 石原 陽平; 坂本 亮; 中村 孝史; 木村 耕行; 似鳥 啓吾; 坪内 美幸; 牧野 淳一郎* Formura DSL 
による temporal blocking の PEZY-SC2 での実装と性能評価 第 32 回数値流体力学シンポジウム 機械

振興会館（東京） 2018.12 口頭 
 石原 陽平; 牧野 淳一郎*; 似鳥 啓吾; 行方 大輔; 岩澤 全規; 坪内 美幸 Temporal blocking と相性のよい

メッシュ陽解法スキームの開発 第 32 回数値流体力学シンポジウム 機械振興会館（東京） 2018.2 
口頭 

 山崎 祐太朗+; 中村 昭子*; 長谷川 直; 鈴木 絢子 小天体模擬標的への衝突実験：圧密領域の密度推定 

平成 30 年度宇宙科学に関する室内実験シンポジウム 宇宙科学研究所 2019.2 口頭 
 村上 雄一+; 中村 昭子*; 瀬戸 雄介*; 長谷川 直 高空隙率小天体模擬標的の衝突破壊実験：焼結温度の

異なる混合物の影響 平成 30年度宇宙科学に関する室内実験シンポジウム 宇宙科学研究所 2019.2 
口頭 

 横山 康喜+; 中村 昭子*; 鈴木 絢子; 長谷川 直 空隙率の異なる小天体模擬標的への重複クレーター実

験：クレーターサイズへの影響 平成 30 年度宇宙科学に関する室内実験シンポジウム 宇宙科学研

究所 2019.2 口頭 
 長足 友哉+; 中村 昭子*; 長谷川 直; 和田 浩二 フラッシュ X 線を用いた粉体流中のダストアグリゲイ

ト成長過程の観測 平成 30 年度宇宙科学に関する室内実験シンポジウム 宇宙科学研究所 2019.2 
口頭 

 樫村 博基*; 八代 尚; 西澤 誠也; 富田 浩文; 中島 健介; 石渡 正樹; 高橋 芳幸*; 林 祥介* 火星大気循環の

全球非静力学モデルの開発と高解像度計算 ポスト「京」萌芽的課題・計算惑星 第 3回公開シンポジ

ウム 東京工業大学 2019.3 口頭 
 兵頭 政幸*; 佐野 拓郎+; 松本 恵; 鈴木 康太; 瀬戸 雄介*; 楊天水 レスの帯磁率増加に寄与する白雲母

含有の磁鉄鉱・赤鉄鉱ナノ粒子 平成 30 年度高知大学海洋コア総合研究センター共同利用・共同研

究成果発表会 高知大学 2019.3 口頭 
 
（+,*は神戸大学大学院理学研究科大学院生と教員,研究員） 
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3.3 外部資金獲得状況 
 
 科学研究費など研究助成一覧 
 
 科学研究費：研究代表者 
 

研究種目 研究課題名(課題番号) 研究代表者 

直接経費配

分額 

(千円) 

間接経費

配分額 

(千円) 

基盤研究（B) 

補助金 

フラッシュ X線を用いた衝突破壊の観

測と小惑星サイズ頻度分布の衝突進化

への応用（16H04041） 

荒川 政彦 2,300 690 

基盤研究（B) 

補助金 

太陽系における衛星系の特徴と多様性

の起源の解明（15H03716） 
大槻 圭史 2,300 690 

基盤研究（B) 

補助金 

自発的対称性の破れで解明する CMB ア

ノーマリーの起源（17H02894） 
早田 次郎 1,000 390 

挑戦的研究 

（萌芽）基金 

量子情報理論から迫る原始重力波の量

子性（17K18778） 
早田 次郎 2,945 450 

新学術領域研究 

(研究領域提案型)

補助金 

重力波で探る重力セクターでのパリテ

ィーの破れとアクシオンダークマター 

（18H04589） 

早田 次郎 800 240 

新学術領域研究 

(研究領域提案型)

基金 

強相関多極子物質の開発（15K21732） 播磨 尚朝 19,112 4,470 

新学術領域研究 

(研究領域提案型)

補助金 

J-Physics：多極子伝導系の物理の研

究総括（15H05882） 
播磨 尚朝 16,900 5,070 

基盤研究（C) 

基金 

微小重力実験による小天体レゴリス上

のクレータースケール則の構築

（18K03723） 

中村 昭子 2,300 690 

挑戦的研究 

（萌芽）基金 

誘導ラマン反強磁性共鳴を用いたマル

チポート光非相反性素子（18K18735） 
大道 英二 2,700 810 

基盤研究（B) 

補助金 

原始太陽系を模擬した浮遊溶融システ

ムの新規開発（18H01268） 
瀬戸 雄介 5,900 1,770 

若手研究(B)  

基金 

重力支配域における氷のクレータース

ケール則の確立と冥王星の進化史の解

明（16K17794） 

保井 みなみ 700 210 

基盤研究（C) 

基金 

小惑星における水文学：「あかり」衛

星の近赤外線分光観測による小惑星の

含水鉱物探査（17K05636） 

臼井 文彦 1,690 450 

若手研究(B)  

基金 

惑星大気大循環に関する階層的数値モ

デル群の構築による金星大気超回転の

解明(16K17809) 

樫村 博基 648 0 
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 科学研究費：研究分担者 

 

研究種目 研究課題名 (課題番号) 
研究代表者 
(所属機関) 

研究分担者 
直接経費

配分額 
(千円) 

間接経費

配分額 
(千円) 

基盤研究(B) 

電波掩蔽観測と数値実験に

よる惑星大気重力波の研究

(16H04060) 

今村 剛 

（東京大学） 
林 祥介 500 150 

新学術領域

研究(研究領

域提案型)補

助金 

水惑星額創成に向けて太陽

系探査(17H06459) 

臼井 寛裕 

(宇宙航空研究

開発機構) 

荒川 政彦 800 240 

基 盤 研 究

（B) 

補助金 

フラッシュ X線を用いた衝

突破壊の観測と小惑星サイ

ズ頻度分布の衝突進化への

応用（16H04041） 

荒川 政彦 大槻 圭史 100 0 

基盤研究(C) 

基金 

計算機の中の惑星探査: 計

算機の中の惑星リングの実

現にむけて(18K11334) 

台坂 博 

(一橋大学) 
大槻 圭史 50 15 

基盤研究(C) 

基金 

計算機の中の惑星探査: 計

算機の中の惑星リングの実

現にむけて(18K11334) 

台坂 博 

(一橋大学) 
牧野 淳一郎 50 15 

新学術領域

研究(研究領

域提案型)補

助金 

強相関多極子物質の開発

（15H05886） 

野原 実 

（岡山大学） 
播磨 尚朝 7,450  2,235 

新学術領域

研究（研究

領域提案

型）補助金 

太陽系天体における水・物

質循環のモデリング

(17H06457) 

玄田 英典 

(東京工業大

学) 

高橋 芳幸 500 150 

基盤研究(A) 

あかつき・地上観測と数値

モデリングの連携による金

星大気力学の研究

(16H02225) 

松田 佳久 

(東京学芸大

学) 

樫村 博基 600 180 

基 盤 研 究

（B) 

補助金 

太陽系における衛星系の特

徴と多様性の起源の解明

（15H03716） 

大槻 圭史 平田 直之 100 0 

 
 
 
 
その他の研究助成  
 

研究助成・委託機関 研究題目 研究代表者 
金額 

（千円）  

共同型協力研究費 

国立研究開発法人宇宙航空研究開発

機構 

「大学共同利用連携拠点の設

置・運営に係る協定」に基づく

共同研究 

観山 正見 18,700 
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受託研究 

大学共同利用機関法人自然科学研究

機構アストロバイオロジーセンター 

CPS が推進する惑星科学研究に

おける新グループ形成プログラ

ム 

林 祥介 4,000 

受託研究  

文部科学省 萌芽的課題 3 

 

太陽系外惑星（第二の地球）の

誕生と太陽系内惑星環境変動の

解明「生命を育む惑星の起源・

進化と惑星環境変動の解明」 

牧野 淳一郎 27,575 

受託研究 

国立研究開発法人理化学研究所 

ヘテロジニアス・メニーコア計

算機による大規模計算科学（ミ

ドルウェア、BLAS の開発および

第一種粒子法シミュレーショ

ン） 

牧野 淳一郎 7,500 

受託研究 

国立研究開発法人新エネルギー産業

技術総合開発機構 

 

高効率・高速処理を可能とする

AI チップ・次世代コンピュー

ティングの技術開発 革新的 AI 

エッジコンピューティング技術

の開発・FPGA IP と可変精度演

算コアの融合による超低消費電

力エッジヘビーコンピューティ

ング向け SoC の研究開発 

牧野 淳一郎 5,929 

奨学寄附金 

国立研究開発法人理化学研究所 

公益財団法人計算科学振興財団

研究教育拠点（COE）形成推進

事業 

林 祥介 1,500 

補助金 

先端融合研究環 機能強化促進補助金 

先端融合研究環（統合研究領

域）シンポジウム等開催支援 
観山 正見 446 

奨学寄附金 

三菱電機株式会社 
惑星科学研究センター寄附金 林 祥介 50 

 
 
 
3.4 特記事項 
 
・受賞 

林 祥介 2019 年度日本気象学会藤原賞 
地球流体力学・惑星気象学の推進ならびに関連知見集積のための情報基盤の構築 
2019 年 3 月 25 日 

 
・広報 

瀬戸 雄介 Science Advances 論文掲載  プレスリリース 神戸大学 
Kayama et al. Discovery of moganite in a lunar meteorite as a trace of H2O ice in the Moon’s 
regolith. Science Advances, doi:10.1126/sciadv.aar4378.   
http://www.kobe-u.ac.jp/research_at_kobe/NEWS/news/2018_05_07_01.html 2018 年 5 月 7
日 
 

臼井 文彦 赤外線天文衛星「あかり」、小惑星に水を発見― 小惑星の進化過程に赤外線観測で 
迫る：リュウグウなど始原的小惑星を理解する大きな手がかりに ―  
記者会見 JAXA 東京事務所 2018 年 12 月 17 日 

 
NHK「おはよう日本」，朝日新聞，毎日新聞，読売新聞，日本経済新聞他に掲載 
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2018 年 12 月 18 日 
 

第 35 回神戸大学長定例記者会見「赤外線天文衛星『あかり』小惑星に水を発見」の研

究成果説明 2019 年 1 月 25 日 
 

樫村 博基  Nature Communications 論文掲載 プレスリリース 神戸大学，宇宙航空研究開発機

構、慶應義塾大学，京都産業大学，海洋研究開発機構 
                        神戸新聞，しんぶん赤旗，科学新聞 掲載   2019 年 1 月 9 日 

 
・共催企画 

上野 宗孝 宇宙学校・こうべ 「はやぶさ」から「はやぶさ２」へ！ 
神戸市青少年科学館 2018 年 5 月 13 日 司会，宇宙学校校長 
 
秋の企画展『はやぶさ２』をもっと知ろう 
神戸市青少年科学館 2018 年 10 月 13 日（土）～11 月 25 日（日）企画，監修 
 
サイエンスカフェ『「はやぶさ２」のタッチダウンと挑戦』 
神戸市青少年科学館 2019 年 3 月 9 日 企画，講演 

 
荒川 政彦 宇宙学校・こうべ 「はやぶさ」から「はやぶさ２」へ！ 

神戸市青少年科学館 2018 年 5 月 13 日 講師 
 

 
・取材協力 

荒川 政彦 神戸新聞 3 億キロ先で物質採取 探査機の到着心待ちの教授 2018 年 6 月 14 日 
 

朝日新聞 亡き研究者の夢「リュウグウ」へ 2019 年 2 月 21 日 
 
「ニュースウォッチ 9」(NHK 総合テレビ) 
「はやぶさ 2 次の挑戦 人工クレーターをつくれ！」 2019 年 3 月 18 日 
 

大槻 圭史 Newton 土星リングに関する論文解説記事（4 月号掲載） 2019 年 1 月 
 

読売新聞 土星探査機カッシーニの科学成果 2019 年 2 月 
 

臼井 文彦 新潟県民エフエム放送(FM PORT)  MORNING GATE「冥王星って知ってる? 
 ランキング」の解説 2019 年 2 月 18 日 
 

Newton 「小惑星ベンヌで水の成分を検出」2019 年 3 月号 
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3.5 共同研究・研究交流（地域との連携を含む） 
 

研究代表者名 研究課題 共同研究先 研究分担者名 

林 祥介 AFES を用いた火星・
金星大気の高解像度大
循環シミュレーション 

（JAMSTEC 地
球シミュレータ
利用課題） 

石渡 正樹; 小高 正嗣; 高木 
征弘; 高橋 芳幸; 中島 健介; 
はしもとじょーじ; 松田 佳
久; 杉本 憲彦; 樫村 博基 

林 祥介 地球流体における、知
見集積、数値モデル開
発、データ解析可視化
ツール開発とそれらの
研究教育活動への提供 

 堀之内武，石渡正樹，小高
正嗣，杉山耕一郎，余田成
男，山田道夫，石岡圭一，
塩谷雅人，竹広真一，高橋
芳幸，西沢誠也，中島健
介，乙部直人，樫村博基，
はしもとじょーじ，村上真
也，佐々木洋平 

林 祥介 系外惑星も含めた惑星
気候多様性に関する数
値実験:暴走温室状態発
生条件の惑星水量依存
性 

 林 祥介; 中島 健介; 荻原 弘
尭; 河合 佑太 

石渡 正樹 
(北海道大学) 

系外惑星も含めた惑星
気候多様性に関する数
値計算: 陸惑星のハビタ
ビリティに関する考察 

（国立環境研究
所スーパーコン
ピュータ利用課
題） 

林祥介，中島健介, 河合佑太 

中村 正人 
(宇宙科学研
究所） 

「あかつき」科学チー
ム 

宇宙科学研究所
／JAXA 

中村正人、佐藤毅彦 他多
数 

林 祥介 
 

惑星内部・表層のダイ
ナミクスと進化(ポスト
「京」で重点的に取り
組むべき社会的・科学
的課題に関するアプリ
ケーション開発・研究
開発 
萌芽的課題：太陽系外
惑星（第二の地球）の
誕生と太陽系内惑星環
境変動の解明「生命を
育む惑星の起源・進化
と惑星環境変動の解
明」代表牧野淳一郎 
サブ課題 B) 

 
 

小河正樹, 竹広真一, 樫村博
基 他 

荒川 政彦 フラッシュ X 線を用い
た衝突破壊時の試料内
部粒子速度の観測 

宇宙航空研究開
発機構 宇宙科
学研究所 

保井 みなみ*; 石黒 琢也+; 
中村 誠人+; 山本 裕也+ 

中村 昭子 太陽系小天体の衝突進
化の研究 

コートダジュー
ル天文台 

Patrick Michel;  et al. 

中村 昭子 微小重力のもとでのク
レーター形成実験 

宇宙科学研究所,
千葉工業大学 
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